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    第一章


    
      1ユダの王おうヨタム、アハズおよびヒゼキヤの世よに、モレシテびとミカが、サマリヤとエルサレムについて示しめされた主しゅの言葉ことば。

      
        2あなたがたすべての民たみよ、聞きけ。

        地ちとその中なかに満みてる者ものよ、耳みみを傾かたむけよ。

        主しゅなる神かみはあなたがたにむかって証言しょうげんし、

        主しゅはその聖せいなる宮みやから証言しょうげんされる。

        3見みよ、主しゅはそのご座ざ所しょから出でてこられ、

        下くだってきて地ちの高たかい所ところを踏ふまれる。

        4山やまは彼かれの下したに溶とけ、谷たには裂さけ、

        火ひの前まえのろうのごとく、

        坂さかに流ながれる水みずのようだ。

        5これはみなヤコブのとがのゆえ、

        イスラエルの家いえの罪つみのゆえである。

        ヤコブのとがとは何なにか、

        サマリヤではないか。

        ユダの家いえの罪つみとは何なにか、

        エルサレムではないか。

        6このゆえにわたしはサマリヤを野のの石塚いしづかとなし、

        ぶどうを植うえる所ところとなし、

        またその石いしを谷たにに投なげ落おとし、

        その基もといをあらわにする。

        7その彫像ちょうぞうはみな砕くだかれ、

        その獲えた価あたいはみな火ひで焼やかれる。

        わたしはその偶像ぐうぞうをことごとくこわす。

        これは遊女ゆうじょの価あたいから集あつめたのだから、

        遊女ゆうじょの価あたいに帰かえる。

        8わたしはこれがために嘆なげき悲かなしみ、

        はだしと裸はだかで歩あるきまわり、

        山犬やまいぬのように嘆なげき、

        だちょうのように悲かなしみ鳴なく。

        9サマリヤの傷きずはいやすことのできないもので、

        ユダまでひろがり、

        わが民たみの門もん、エルサレムまで及およんでいる。

      


      
        10ガテに告つげるな、泣なき叫さけぶな。

        ベテレアフラで、ちりの中なかにころがれ。

        11サピルに住すむ者ものよ、

        裸はだかになり、恥はじをこうむって進すすみ行ゆけ。

        ザアナンに住すむ者ものは出でてこない。

        ベテエゼルの嘆なげきはあなたがたからその跡あとを断たつ。

        12マロテに住すむ者ものは気きづかわしそうに幸さいわいを待まつ。

        災わざわいが主しゅから出でて、

        エルサレムの門もんに臨のぞんだからである。

        13ラキシに住すむ者ものよ、

        戦車せんしゃに早馬はやうまをつなげ。

        ラキシはシオンの娘むすめにとって罪つみの初はじめであった。

        イスラエルのとがが、

        あなたがたのうちに見みられたからである。

        14それゆえ、あなたはモレセテ・ガテに

        別わかれの贈おくり物ものを与あたえる。

        アクジブの家々いえいえはイスラエルの王おうたちにとって、

        人ひとを欺あざむくものとなる。

        15マレシャに住すむ者ものよ、

        わたしはまた侵略者しんりゃくしゃをあなたの所ところに連つれて行いく。

        イスラエルの栄光えいこうはアドラムに去さるであろう。

        16あなたの喜よろこぶ子こらのために、あなたの髪かみをそり落おとせ。

        そのそった所ところをはげたかのように大おおきくせよ。

        彼かれらは捕とらえられてあなたを離はなれるからである。

      

    

  


  


  
    第二章


    
      
        1その床とこの上うえで不義ふぎを計はかり、

        悪あくを行おこなう者ものはわざわいである。

        彼かれらはその手てに力ちからあるゆえ、

        夜よが明あけるとこれを行おこなう。

        2彼かれらは田畑たはたをむさぼってこれを奪うばい、

        家いえをむさぼってこれを取とる。

        彼かれらは人ひとをしえたげてその家いえを奪うばい、

        人ひとをしえたげてその嗣し業ぎょうを奪うばう。

        3それゆえ、主しゅはこう言いわれる、

        見みよ、わたしはこのやからにむかって

        災わざわいを下くだそうと計はかる。

        あなたがたはその首くびを

        これから、はずすことはできない。

        また、まっすぐに立たって歩あるくことはできない。

        これは災わざわいの時ときだからである。

        4その日ひ、人々ひとびとは歌うたを作つくってあなたがたをののしり、

        悲かなしみの歌うたをもって嘆なげき悲かなしみ、

        「われわれはことごとく滅ほろぼされる、

        わが民たみの分ぶんは人ひとに与あたえられる。

        どうしてこれはわたしから離はなれるのであろう。

        われわれの田畑たはたはわれわれを捕とらえた者ものの間あいだに分わけ与あたえられる」と言いう。

        5それゆえ、主しゅの会衆かいしゅうのうちには

        くじによって測はかりなわを張はる者ものはひとりもなくなる。

      


      
        6彼かれらは言いう、「あなたがたは説教せっきょうしてはならない。

        そのような事ことについて説教せっきょうしてはならない。

        そうすればわれわれは恥はじをこうむることがない」と。

        7ヤコブの家いえよ、そんなことは言いえるのだろうか。

        主しゅは気短きみじかな方かたであろうか。

        これらは主しゅのみわざなのであろうか。

        わが言葉ことばは正ただしく歩あゆむ者ものに、

        益えきとならないのであろうか。

        8ところが、あなたがたは立たってわが民たみの敵てきとなり、

        いくさのことを知しらずに、安やすらかに過すぎゆく者ものから、

        平和へいわな者ものから、上着うわぎをはぎ取とり、

        9わが民たみの女おんなたちをその楽たのしい家いえから追おい出だし、

        その子こどもから、わが栄さかえをとこしえに奪うばう。

        10立たって去され、

        これはあなたがたの休やすみ場所ばしょではない。

        これは汚けがれのゆえに滅ほろびる。

        その滅ほろびは悲惨ひさんな滅ほろびだ。

        11もし人ひとが風かぜに歩あゆみ、偽いつわりを言いい、

        「わたしはぶどう酒しゅと濃こき酒さけとについて、

        あなたに説教せっきょうしよう」と言いうならば、

        その人ひとはこの民たみの説教せっきょう者しゃとなるであろう。

      


      
        12ヤコブよ、わたしは必かならずあなたをことごとく集あつめ、

        イスラエルの残のこれる者ものを集あつめる。

        わたしはこれをおりの羊ひつじのように、

        牧場まきばの中なかの群むれのように共ともにおく。

        これは人ひとの多おおきによって騒さわがしくなる。

        13打うち破やぶる者ものは彼かれらに先さきだって登のぼりゆき、

        彼かれらは門もんを打うち破やぶり、これをとおって外そとに出でて行いく。

        彼かれらの王おうはその前まえに進すすみ、

        主しゅはその先頭せんとうに立たたれる。

      

    

  


  


  
    第三章


    
      
        1わたしは言いった、

        ヤコブのかしらたちよ、

        イスラエルの家いえのつかさたちよ、聞きけ、

        公義こうぎはあなたがたの知しっておるべきことではないか。

        2あなたがたは善ぜんを憎にくみ、悪あくを愛あいし、

        わが民たみの身みから皮かわをはぎ、その骨ほねから肉にくをそぎ、

        3またわが民たみの肉にくを食くらい、

        その皮かわをはぎ、その骨ほねを砕くだき、

        これを切きりきざんで、なべに入いれる食物しょくもつのようにし、

        大おおなべに入いれる肉にくのようにする。

        4こうして彼かれらが主しゅに呼よばわっても、

        主しゅはお答こたえにならない。

        かえってその時ときには、み顔かおを彼かれらに隠かくされる。

        彼かれらのおこないが悪わるいからである。

      


      
        5わが民たみを惑まどわす預言者よげんしゃについて主しゅはこう言いわれる、

        彼かれらは食たべ物もののある時ときには、

        「平安へいあん」を叫さけぶけれども、

        その口くちに何なにも与あたえない者ものにむかっては、

        宣戦せんせんを布告ふこくする。

        6それゆえ、あなたがたには夜よるがあっても幻まぼろしがなく、

        暗くらやみがあっても占うらないがない。

        太陽たいようはその預言者よげんしゃたちに没ぼっし、

        昼ひるも彼かれらの上うえに暗くらくなる。

        7先見者せんけんしゃは恥はじをかき、占うらない師しは顔かおをあからめ、

        彼かれらは皆みなそのくちびるをおおう。

        神かみの答こたえがないからである。

        8しかしわたしは主しゅのみたまによって力ちからに満みち、

        公義こうぎと勇気ゆうきとに満みたされ、

        ヤコブにそのとがを示しめし、イスラエルにその罪つみを示しめすことができる。

      


      
        9ヤコブの家いえのかしらたち、

        イスラエルの家いえのつかさたちよ、

        すなわち公義こうぎを憎にくみ、

        すべての正ただしい事ことを曲まげる者ものよ、これを聞きけ。

        10あなたがたは血ちをもってシオンを建たて、

        不義ふぎをもってエルサレムを建たてた。

        11そのかしらたちは、まいないをとってさばき、

        その祭司さいしたちは価あたいをとって教おしえ、

        その預言者よげんしゃたちは金きんをとって占うらなう。

        しかもなお彼かれらは主しゅに寄より頼たよんで、

        「主しゅはわれわれの中なかにおられるではないか、

        だから災わざわいはわれわれに臨のぞむことがない」と言いう。

        12それゆえ、シオンはあなたがたのゆえに

        田畑たはたとなって耕たがやされ、

        エルサレムは石塚いしづかとなり、

        宮みやの山やまは木きのおい茂しげる高たかい所ところとなる。

      

    

  


  


  
    第四章


    
      
        1末すえの日ひになって、

        主しゅの家いえの山やまはもろもろの山やまのかしらとして

        堅かたく立たてられ、

        もろもろの峰みねよりも高たかくあげられ、

        もろもろの民たみはこれに流ながれくる。

        2多おおくの国民くにたみは来きて言いう、

        「さあ、われわれは主しゅの山やまに登のぼり、

        ヤコブの神かみの家いえに行いこう。

        彼かれはその道みちをわれわれに教おしえ、

        われわれはその道みちに歩あゆもう」と。

        律法りっぽうはシオンから出で、

        主しゅの言葉ことばはエルサレムから出でるからである。

        3彼かれは多おおくの民たみの間あいだをさばき、

        遠とおい所ところまで強つよい国々くにぐにのために仲裁ちゅうさいされる。

        そこで彼かれらはつるぎを打うちかえて、すきとし、

        そのやりを打うちかえて、かまとし、

        国くには国くににむかってつるぎをあげず、

        再ふたたび戦たたかいのことを学まなばない。

        4彼かれらは皆みなそのぶどうの木きの下したに座ざし、

        そのいちじくの木きの下したにいる。

        彼かれらを恐おそれさせる者ものはない。

        これは万軍ばんぐんの主しゅがその口くちで語かたられたことである。

      


      
        5すべての民たみはおのおのその神かみの名なによって歩あゆむ。

        しかしわれわれは

        われわれの神かみ、主しゅの名なによって、とこしえに歩あゆむ。

      


      
        6主しゅは言いわれる、その日ひには、

        わたしはかの足あしのなえた者ものを集あつめ、

        またかの追おいやられた者ものおよび

        わたしが苦くるしめた者ものを集あつめ、

        7その足あしのなえた者ものを残のこれる民たみとし、

        遠とおく追おいやられた者ものを強つよい国民くにたみとする。

        主しゅはシオンの山やまで、今いまよりとこしえに

        彼かれらを治おさめられる。

      


      
        8羊ひつじの群むれのやぐら、シオンの娘むすめの山やまよ、

        以前いぜんの主権しゅけんはあなたに帰かえってくる。

        すなわちエルサレムの娘むすめの国くには

        あなたに帰かえってくる。

      


      
        9今いまあなたは何なにゆえわめき叫さけぶのか、

        あなたのうちに王おうがないのか。

        あなたの相談そうだん相手あいては絶たえはて、

        産婦さんぷのように激はげしい痛いたみがあなたを捕とらえたのか。

        10シオンの娘むすめよ、

        産婦さんぷのように苦くるしんでうめけ。

        あなたは今いま、町まちを出でて野のにやどり、

        バビロンに行いかなければならない。

        その所ところであなたは救すくわれる。

        主しゅはその所ところであなたを敵てきの手てからあがなわれる。

      


      
        11いま多おおくの国民くにたみはあなたに逆さからい、集あつまって言いう、

        「どうかシオンが汚けがされるように、

        われわれの目めがシオンを見みてあざ笑わらうように」と。

        12しかし彼かれらは主しゅの思おもいを知しらず、

        またその計画けいかくを悟さとらない。

        すなわち主しゅが麦むぎ束たばを打うち場ばに集あつめるように、

        彼かれらを集あつめられることを悟さとらない。

        13シオンの娘むすめよ、立たって打うちこなせ。

        わたしはあなたの角つのを鉄てつとなし、

        あなたのひずめを青銅せいどうとしよう。

        あなたは多おおくの民たみを打うち砕くだき、

        彼かれらのぶんどり物ものを主しゅにささげ、

        彼かれらの富とみを全ぜん地ちの主しゅにささげる。

      

    

  


  


  
    第五章


    
      
        1今いまあなたは壁かべでとりまかれている。

        敵てきはわれわれを攻せめ囲かこみ、

        つえをもってイスラエルのつかさのほおを撃うつ。

      


      
        2しかしベツレヘム・エフラタよ、

        あなたはユダの氏族しぞくのうちで小ちいさい者ものだが、

        イスラエルを治おさめる者ものがあなたのうちから

        わたしのために出でる。

        その出でるのは昔むかしから、いにしえの日ひからである。

        3それゆえ、産婦さんぷの産うみおとす時ときまで、

        主しゅは彼かれらを渡わたしおかれる。

        その後のちその兄弟きょうだいたちの残のこれる者ものは

        イスラエルの子こらのもとに帰かえる。

        4彼かれは主しゅの力ちからにより、

        その神かみ、主しゅの名なの威光いこうにより、

        立たってその群むれを養やしない、

        彼かれらを安やすらかにおらせる。

        今いま、彼かれは大おおいなる者ものとなって、

        地ちの果はてにまで及およぶからである。

      


      
        5これは平和へいわである。

        アッスリヤびとがわれわれの国くにに来きて、

        われわれの土地とちを踏ふむとき、

        七しち人にんの牧者ぼくしゃを起おこし、

        八人にんの君きみを起おこしてこれに当あたらせる。

        6彼かれらはつるぎをもってアッスリヤの地ちを治おさめ、

        ぬきみのつるぎをもってニムロデの地ちを治おさめる。

        アッスリヤびとがわれわれの地ちに来きて、

        われわれの境さかいを踏ふみ荒あらすとき、

        彼かれらはアッスリヤびとから、われわれを救すくう。

        7その時ときヤコブの残のこれる者ものは多おおくの民たみの中なかにあること、

        人ひとによらず、また人ひとの子こらを待またずに

        主しゅからくだる露つゆのごとく、

        青草あおくさの上うえに降ふる夕立ゆうだちのようである。

        8またヤコブの残のこれる者ものが国々くにぐにの中なかにおり、

        多おおくの民たみの中なかにいること、

        林はやしの獣けものの中なかのししのごとく、

        羊ひつじの群むれの中なかの若わかいししのようである。

        それが過すぎるときは踏ふみ、かつ裂さいて救すくう者ものはない。

        9あなたの手てはもろもろのあだの上うえにあげられ、

        あなたの敵てきはことごとく断たたれる。

      


      
        10主しゅは言いわれる、その日ひには、

        わたしはあなたのうちから馬うまを絶たやし、

        戦車せんしゃをこわし、

        11あなたの国くにの町々まちまちを絶たやし、

        あなたの城しろをことごとくくつがえす。

        12またあなたの手てから魔術まじゅつを絶たやす。

        あなたのうちには占うらない師しがないようになる。

        13またあなたのうちから彫像ちょうぞうおよび石いしの柱はしらを絶たやす。

        あなたは重かさねて手てで作つくった物ものを拝おがむことはない。

        14またあなたのうちからアシラ像ぞうを抜ぬき倒たおし、

        あなたの町々まちまちを滅ほろぼす。

        15そしてわたしは怒いかりと憤いきどおりとをもって

        その聞きき従したがわないもろもろの国民くにたみに復讐ふくしゅうする。

      

    

  


  


  
    第六章


    
      
        1あなたがたは

        主しゅの言いわれることを聞きき、

        立たちあがって、もろもろの山やまの前まえに訴うったえをのべ、

        もろもろの丘おかにあなたの声こえを聞きかせよ。

        2もろもろの山やまよ、地ちの変かわることなき基もといよ、

        主しゅの言いい争あらそいを聞きけ。

        主しゅはその民たみと言いい争あらそい、

        イスラエルと論争ろんそうされるからである。

      


      
        3「わが民たみよ、わたしはあなたに何なにをなしたか、

        何なにによってあなたを疲つかれさせたか、

        わたしに答こたえよ。

        4わたしはエジプトの国くにからあなたを導みちびきのぼり、

        奴隷どれいの家いえからあなたをあがない出だし、

        モーセ、アロンおよびミリアムをつかわして、あなたに先さきだたせた。

        5わが民たみよ、モアブの王おうバラクがたくらんだ事こと、

        ベオルの子こバラムが彼かれに答こたえた事こと、

        シッテムからギルガルに至いたるまでに

        起おこった事ことどもを思おもい起おこせ。

        そうすれば、あなたは主しゅの正義せいぎのみわざを

        知しるであろう」。

      


      
        6「わたしは何なにをもって主しゅのみ前まえに行いき、

        高たかき神かみを拝はいすべきか。

        燔祭はんさいおよび当歳とうさいの子こ牛うしをもって

        そのみ前まえに行ゆくべきか。

        7主しゅは数すう千せんの雄羊おひつじ、

        万まん流りゅうの油あぶらを喜よろこばれるだろうか。

        わがとがのためにわが長子ちょうしをささぐべきか。

        わが魂たましいの罪つみのためにわが身みの子こをささぐべきか」。

        8人ひとよ、彼かれはさきによい事ことのなんであるかを

        あなたに告つげられた。

        主しゅのあなたに求もとめられることは、

        ただ公義こうぎをおこない、いつくしみを愛あいし、

        へりくだってあなたの神かみと共ともに歩あゆむことではないか。

      


      
        9主しゅの声こえが町まちにむかって呼よばわる——

        全まったき知恵ちえはあなたの名なを恐おそれることである——

        「部族ぶぞくおよび町まちの会衆かいしゅうよ、聞きけ。

        10わたしは悪人あくにんの家いえにある不義ふぎの財宝ざいほう、

        のろうべき不正ふせいな枡ますを忘わすれ得えようか。

        11不正ふせいなはかりを用もちい、

        偽いつわりのおもしを入いれた袋ふくろを用もちいる人ひとを

        わたしは罪つみなしとするだろうか。

        12あなたのうちの富とめる人ひとは暴虐ぼうぎゃくで満みち、

        あなたの住民じゅうみんは偽いつわりを言いい、

        その舌したは口くちで欺あざむくことをなす。

        13それゆえ、わたしはあなたを撃うち、

        あなたをその罪つみのために滅ほろぼすことを始はじめた。

        14あなたは食たべても、飽あくことがなく、

        あなたの腹はらはいつもひもじい。

        あなたは移うつしても、救すくうことができない。

        あなたが救すくう者ものを、わたしはつるぎにわたす。

        15あなたは種たねをまいても、刈かることがなく、

        オリブの実みを踏ふんでも、その身みに油あぶらを塗ぬることがなく、

        ぶどうを踏ふんでも、その酒さけを飲のむことがない。

        16あなたはオムリの定さだめを守まもり、

        アハブの家いえのすべてのわざをおこない、

        彼かれらの計はかりごとに従したがって歩あゆんだ。

        これはわたしがあなたを荒あらし、

        その住民じゅうみんを笑わらい物ものとするためである。

        あなたがたは民たみのはずかしめを負おわねばならぬ」。

      

    

  


  


  
    第七章


    
      
        1わざわいなるかな、

        わたしは夏なつのくだものを集あつめる時ときのように、

        ぶどうの収穫しゅうかくの残のこりを集あつめる時ときのようになった。

        食くらうべきぶどうはなく、

        わが心こころの好このむ初はつなりのいちじくもない。

        2神かみを敬うやまう人ひとは地ちに絶たえ、人ひとのうちに正ただしい者ものはない。

        みな血ちを流ながそうと待まち伏ぶせし、

        おのおの網あみをもってその兄弟きょうだいを捕とらえる。

        3両手りょうては悪わるい事ことをしようと努つとめてやまない。

        つかさと裁判官さいばんかんはまいないを求もとめ、

        大おおいなる人ひとはその心こころの悪わるい欲望よくぼうを言いいあらわし、

        こうして彼かれらはその悪あくを仕組しくむ。

        4彼かれらの最もっともよい者ものもいばらのごとく、

        最もっとも正ただしい者ものもいばらのいけがきのようだ。

        彼かれらの見張みはりびとの日ひ、

        すなわち彼かれらの刑罰けいばつの日ひが来くる。

        いまや彼かれらの混乱こんらんが近ちかい。

        5あなたがたは隣となり人びとを信しんじてはならない。

        友人ゆうじんをたのんではならない。

        あなたのふところに寝ねる者ものにも、

        あなたの口くちの戸とを守まもれ。

        6むすこは父ちちをいやしめ、娘むすめはその母ははにそむき、

        嫁よめはそのしゅうとめにそむく。

        人ひとの敵てきはその家いえの者ものである。

        7しかし、わたしは主しゅを仰あおぎ見み、わが救すくいの神かみを待まつ。

        わが神かみはわたしの願ねがいを聞きかれる。

      


      
        8わが敵てきよ、わたしについて喜よろこぶな。

        たといわたしが倒たおれるとも起おきあがる。

        たといわたしが暗くらやみの中なかにすわるとも、

        主しゅはわが光ひかりとなられる。

        9主しゅはわが訴うったえを取とりあげ、

        わたしのためにさばきを行おこなわれるまで、

        わたしは主しゅの怒いかりを負おわなければならない。

        主しゅに対たいして罪つみを犯おかしたからである。

        主しゅはわたしを光ひかりに導みちびき出だしてくださる。

        わたしは主しゅの正義せいぎを見みるであろう。

        10その時とき「あなたの神かみ、主しゅはどこにいるか」と

        わたしに言いったわが敵てきは、これを見みて恥はじをこうむり、

        わが目めは彼かれを見みてあざ笑わらう。

        彼かれは街路がいろの泥どろのように踏ふみつけられる。

      


      
        11あなたの城壁じょうへきを築きずく日ひが来くる。

        その日ひには国境くにざかいが遠とおく広ひろがる。

        12その日ひにはアッスリヤからエジプトまで、

        エジプトからユフラテ川がわまで、

        海うみから海うみまで、山やまから山やままで、

        人々ひとびとはあなたに来くる。

        13しかしかの地ちはその住民じゅうみんのゆえに、

        そのおこないの実みによって荒あれはてる。

      


      
        14どうか、あなたのつえをもってあなたの民たみ、

        すなわち園そのの中なかの林はやしにひとりおる

        あなたの嗣し業ぎょうの羊ひつじを牧ぼくし、

        いにしえの日ひのようにバシャンとギレアデで、

        彼かれらを養やしなってください。

      


      
        15あなたがエジプトの国くにを出でた時ときのように、

        わたしはもろもろの不思議ふしぎな事ことを彼かれらに示しめす。

      


      
        16国々くにぐにの民たみは見みて、そのすべての力ちからを恥はじ、

        その手てを口くちにあて、

        その耳みみは聞きこえぬ耳みみとなる。

        17彼かれらはへびのように、

        地ちに這はうもののようにちりをなめ、

        震ふるえながらその城しろから出で、

        おののきつつ、われわれの神かみ、主しゅに近ちかづいてきて、

        あなたのために恐おそれる。

      


      
        18だれかあなたのように不義ふぎをゆるし、

        その嗣し業ぎょうの残のこれる者もののために

        とがを見過みすごされる神かみがあろうか。

        神かみはいつくしみを喜よろこばれるので、

        その怒いかりをながく保たもたず、

        19再ふたたびわれわれをあわれみ、

        われわれの不義ふぎを足あしで踏ふみつけられる。

        あなたはわれわれのもろもろの罪つみを

        海うみの深ふかみに投なげ入いれ、

        20昔むかしからわれわれの先祖せんぞたちに誓ちかわれたように、

        真実しんじつをヤコブに示しめし、

        いつくしみをアブラハムに示しめされる。
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